
國學院大學学術情報リポジトリ

日本の伝統文化研究と伝統文化教育の間(平成二十二
年度國學院大學人間開発学会第二回大会公開講演会
・シンポジウム日本の伝統文化教育の可能性--人間開
発学の基盤構築に向けて) --
(公開シンポジウム日本の伝統文化教育と人間開発学
の構築--カリキュラム開発を視野に入れて)

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2023-02-06

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 太田, 直之

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/00001199URL



─ 28 ─

日本の伝統文化研究と伝統文化教育の間

は
じ
め
に

　

平
成
一
八
年
、
お
よ
そ
六
〇
年
ぶ
り
に
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
た
。

そ
こ
で
は
、
現
代
的
な
教
育
課
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
ま
た
未
来
に
求
め

ら
れ
る
べ
き
人
材
像
の
指
針
と
し
て
、
教
育
の
目
的
・
目
標
が
明
確
化
さ

れ
、
伝
統
文
化
教
育
が
大
き
な
柱
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

新
教
育
基
本
法
前
文
で
は
、「
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
、
真
理
と
正
義

を
希
求
し
、
公
共
の
精
神
を
尊
び
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
備
え
た

人
間
の
育
成
を
期
す
る
と
と
も
に
、
伝
統
を
継
承
し
、
新
し
い
文
化
の
創

造
を
目
指
す
教
育
を
推
進
す
る
」（
傍
線
が
改
正
部
分
）
と
あ
っ
て
、
公
共

精
神
の
育
成
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
の
涵
養
と
共
に
伝
統
の
継
承
が

新
た
に
盛
り
込
ま
れ
、
さ
ら
に
は
第
二
条
「
教
育
の
目
標
」
の
第
五
項
と

し
て
、

　　

�

伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷
土

を
愛
す
る
と
と
も
に
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に

寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
。

が
加
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
法
の
理
念
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
現
在
行
わ
れ

て
い
る
教
育
の
現
場
に
お
け
る
実
践
的
な
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
を
指
導
し
得
る
新
し
い
教
員
養
成
の
在
り
方
を
構
築
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
教
育
現
場
に
お
け
る
実
践
の
積
み
重
ね

と
方
法
論
の
共
有
化
が
始
め
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
未
だ
全

く
着
手
さ
れ
て
い
な
い
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
本
の
教
育
の
柱
と
し
て
あ
ら
た
に
設
定
さ
れ
た

伝
統
文
化
教
育
を
、
教
員
養
成
を
社
会
的
使
命
と
す
る
國
學
院
大
學
人
間

開
発
学
部
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き
な
の
か
、
新
し
い
課
題
で
あ

る
伝
統
文
化
教
育
と
従
来
の
伝
統
文
化
研
究
と
の
連
関
と
い
う
視
点
か

ら
、
そ
の
糸
口
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

１
．
学
校
教
育
で
求
め
ら
れ
て
い
る
伝
統
文
化
教
育
と
は

　

最
初
に
、
教
育
基
本
法
改
正
に
伴
い
学
校
教
育
で
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
伝
統
文
化
教
育
と
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
そ
の
具
体
的
な
姿

を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

文
部
科
学
省
で
は
教
育
基
本
法
お
よ
び
学
校
教
育
法
改
正
を
踏
ま
え
、

発
題
①

　
日
本
の
伝
統
文
化
研
究
と
伝
統
文
化
教
育
の
間

　
太
田
　
直
之
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平
成
二
〇
年
に
小
・
中
学
校
、
平
成
二
一
年
に
は
高
等
学
校
を
対
象
と
す

る
新
学
習
指
導
要
領
を
公
示
し
、
小
学
校
で
は
平
成
二
三
年
か
ら
、
中
学

校
で
は
平
成
二
四
年
、
高
等
学
校
で
は
平
成
二
五
年
よ
り
順
次
完
全
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
小
・
中
学
校
で
は
平
成
二
一
年
度
よ
り
部
分
的
に

先
行
実
施
）。
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
教
育
内
容
の
改
善
事
項
は
多

岐
に
わ
た
り
、
小
・
中
学
校
と
高
等
学
校
で
は
少
し
そ
の
内
容
が
異
な
っ

て
い
る
が
、
共
通
す
る
大
き
な
柱
と
し
て
、「
国
語
教
育
の
充
実
」「
理
数

教
育
の
充
実
」「
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
の
充
実
」「
道
徳
教
育
の
充

実
」「
体
験
活
動
の
充
実
」
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る（

１
）。

　

こ
の
内
、
本
稿
で
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
「
伝
統
や
文
化
に
関
す
る

教
育
の
充
実
」
に
関
し
て
、
文
部
科
学
省
作
成
の
資
料
に
も
と
づ
き
、
教

え
ら
れ
る
教
科
に
即
し
て
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
改
善
事
項
の
よ

り
具
体
的
な
中
身
を
見
て
み
よ
う
。
文
部
科
学
省
が
新
学
習
指
導
要
領
実

施
に
む
け
て
作
成
し
た
「
幼
稚
園
要
領
、
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
等

の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
」「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト（

２
）」

に
よ
れ
ば
、
伝
統
文
化
教
育
に
関
す
る
事
項
と
し
て
以
下
の
内
容
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。

〔
小
・
中
学
校
〕

・�

こ
と
わ
ざ
、古
文
・
漢
文
の
音
読
な
ど
古
典
に
関
す
る
学
習
を
充
実【
国

語
】

・�

歴
史
教
育（
狩
猟
・
採
集
の
生
活
や
国
の
形
成
、近
現
代
史
の
重
視
等
）、

宗
教
、文
化
遺
産（
国
宝
、世
界
遺
産
等
）に
関
す
る
学
習
を
充
実【
社
会
】

・�

そ
ろ
ば
ん
、
和
楽
器
、
唱
歌
、
美
術
文
化
、
和
装
の
取
扱
い
を
重
視
【
算

数
、
音
楽
、
美
術
、
技
術
・
家
庭
】

・
武
道
を
必
修
化
【
保
体
／
中
１
・
２
】

・�

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
学
習
の
例
示
と
し
て
、
地
域
の
伝
統
と
文
化

を
追
加
【
小
学
校
】

〔
高
等
学
校
〕

・�

歴
史
教
育（
世
界
史
に
お
け
る
日
本
史
の
扱
い
、文
化
の
学
習
を
充
実
）、

宗
教
に
関
す
る
学
習
を
充
実
【
地
理
歴
史
、
公
民
】

・�

古
典
、
武
道
、
伝
統
音
楽
、
美
術
文
化
、
衣
食
住
の
歴
史
や
文
化
に
関

す
る
学
習
を
充
実
【
国
語
、
保
健
体
育
、
芸
術
「
音
楽
」「
美
術
」、
家
庭
】

　

こ
こ
か
ら
特
徴
と
し
て
み
て
と
れ
る
の
は
、
ま
ず
伝
統
文
化
教
育
が
国

語
や
社
会
と
い
っ
た
特
定
の
教
科
だ
け
で
な
く
、
教
育
課
程
全
体
の
取
組

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
複
数
の
教
科
の
連
携
に
よ
っ
て
そ
の
実
施
が
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
各
教
科
担

任
の
み
で
な
く
学
校
全
体
で
取
組
に
あ
た
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
新
学

習
指
導
要
領
に
お
け
る
伝
統
文
化
教
育
の
充
実
は
、
教
育
基
本
法
改
正
を

よ
り
直
接
的
に
反
映
し
た
も
の
と
し
て
、
今
回
の
指
導
要
領
改
訂
の
目
玉

と
し
て
重
要
な
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　

次
に
、
角
度
を
変
え
て
、
各
教
科
の
中
で
教
え
る
べ
き
内
容
を
み
る

と
、
過
去
の
日
本
人
の
衣
食
住
の
あ
り
方
を
も
含
め
た
日
本
文
化
の
歴
史

を
学
ぶ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
広
い
意
味
で
の
歴
史
教
育
が
伝
統
文

化
教
育
の
支
柱
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は

伝
統
文
化
と
い
う
も
の
の
性
格
を
考
え
れ
ば
当
た
り
前
の
こ
と
と
も
言
え

る
が
、
教
育
と
研
究
と
の
連
関
の
視
点
か
ら
す
る
と
、
学
問
分
野
と
し
て

の
歴
史
学
の
成
果
を
い
か
に
し
て
教
育
に
還
元
す
る
か
が
、
よ
り
一
層
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

も
う
一
つ
の
注
目
す
べ
き
特
徴
と
し
て
、
伝
統
文
化
教
育
の
一
環
と
し

て
宗
教
に
関
す
る
学
習
の
充
実
が
謳
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
文
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化
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界
各
地
の
地
域
や
国
独
自
の
文
化
が
形
成
さ
れ
る
に

あ
た
っ
て
は
、
そ
の
基
盤
と
し
て
ぞ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
や
信
仰
が
存
在
し
て

お
り
、
宗
教
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
な
し
に
文
化
を
理
解
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
他
国
の
文
化
と
宗
教
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
獲
得
す
る
こ

と
は
、
教
育
基
本
法
に
謳
う
、「
他
国
を
尊
重
し
国
際
社
会
の
平
和
と
発

展
に
寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
」
の
第
一
歩
な
の
で
あ
る
。
特
に
、
宗

教
教
育
に
つ
い
て
は
、
改
正
教
育
基
本
法
第
十
五
条
に
お
い
て
、「
宗
教

に
関
す
る
寛
容
の
態
度
、
宗
教
に
関
す
る
一
般
的
な
教
養
及
び
宗
教
の
社

会
生
活
に
お
け
る
地
位
は
、教
育
上
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
、

宗
教
に
関
す
る
一
般
的
な
教
養
の
獲
得
が
新
た
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
法

改
正
の
趣
旨
の
反
映
と
い
う
視
点
か
ら
も
宗
教
に
関
す
る
学
習
の
充
実

が
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
教
育
内
容
の
改
善
事
項
に
挙
げ
ら
れ
た

も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
２
．
伝
統
文
化
教
育
の
現
状

　

そ
れ
で
は
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
伝
統
文
化
教
育
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
、
次
に
現
在
の
伝
統
文
化
に
関
わ
る
教
育
実
践
の
特
徴
を
見

て
み
た
い
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
安
野
功
氏
が
「
伝
統
・
文
化
に
関
す
る
教
育

の
動
向
と
課
題（

３
）」
の
中
で
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
が
平
成
十
八
年
よ
り

実
施
し
た
「
我
が
国
の
伝
統
文
化
を
尊
重
す
る
教
育
に
関
す
る
実
践
モ
デ

ル
事
業
」
に
お
け
る
モ
デ
ル
校
（
小
学
校
四
九
校
・
中
学
校
二
八
校
）
で

の
実
践
を
も
と
に
し
た
分
析
を
加
え
て
い
る
。

　

安
野
氏
は
研
究
主
題
に
共
通
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
し
、
中
心
に
取

り
扱
う
主
な
題
材
（
表
１
）、
教
育
課
程
へ
の
位
置
づ
け
（
表
２
）
を
整

理
し
た
上
で
、①
研
究
主
題
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て「
体
験
、ふ
れ
る
」「
よ

さ
、
理
解
」「
愛
情
、
愛
着
」
な
ど
が
高
い
割
合
を
示
す
こ
と
、
②
取
り
扱

わ
れ
る
題
材
と
し
て
「
伝
統
音
楽
」
と
「
祭
り
や
郷
土
芸
能
」
が
多
い
こ

と
、
③
教
育
課
程
へ
の
位
置
づ
け
で
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
と
「
音

楽
」
へ
の
偏
り
が
み
ら
れ
、
教
育
課
程
全
体
を
通
じ
た
教
育
と
い
う
観
点

か
ら
み
る
と
や
や
バ
ラ
ン
ス
を
欠
き
、
特
に
中
学
校
で
は
こ
の
傾
向
が
強

い
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
伝
統
文
化
教
育
の
実
践
に
お
け
る
、伝
統
芸
能
や
生
活
文
化
、

伝
統
娯
楽
な
ど
を
「
体
験
す
る

こ
と
」
の
重
視
と
そ
れ
へ
の
偏

り
は
、
伝
統
的
な
生
活
文
化
や

社
会
構
造
が
急
激
に
変
化
し
、

児
童
・
生
徒
達
が
伝
統
文
化
に

触
れ
る
機
会
が
極
端
に
減
少
し

て
い
る
現
代
の
日
本
に
お
い
て

は
止
む
を
得
な
い
現
象
と
も
い

え
、
同
様
の
傾
向
は
他
の
教
育

実
践
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
東
京
都
教
育
委
員

会
が
平
成
一
七
年
度
よ
り
東
京

都
下
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援

学
校
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る

「
日
本
の
伝
統
・
文
化
理
解
教

育
推
進
事
業
」
で
は
、
伝
統
文

化
教
育
が
必
要
と
な
る
前
提
と

俳　句
短　歌
民　話
百人一首

祭　り
神　楽
能
狂　言
舞　踊

童　歌
邦　楽
和太鼓
琴

三味線

郷土料理
和菓子
和　装

武　道
相　撲
剣　舞
柔　道

将　棋
囲　碁
折　紙
伝承あそび

竹細工
陶　芸
友　禅
金　箔
和　紙

茶　道
華　道

小 8 14 17 5 4 11 7 6
中 1 8 15 4 3 0 1 5
表 1「中心に取り扱う主な題材」安野氏論文より転載

国 社 算 理 生 音 図 美 家 技 体 道 特 総 外
小 12 14 2 1 18 18 7 ＊ 4 ＊ 6 8 22 49 4
中 1 2 1 1 ＊ 9 ＊ 1 ＊ 7 4 3 4 15 0
表 2「教育課程への位置づけ」安野氏論文より転載
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し
て
、
第
一
に
伝
統
文
化
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
の
減
少
と
い
う
問
題
が
掲

げ
ら
れ
、
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
視
点
と
し
て
、
①
学
校
全
体
で

組
織
的
に
取
り
組
む
、
②
各
教
科
等
と
の
関
連
を
図
っ
た
計
画
的
・
系
統

的
な
指
導
を
行
う
、
③
身
近
な
内
容
か
ら
入
っ
て
日
本
、
世
界
へ
と
視
野

が
拡
大
で
き
る
よ
う
な
学
習
過
程
を
工
夫
す
る
、
④
子
ど
も
が
背
景
を
理

解
し
、
実
生
活
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
、
⑤
体
験
的

な
学
習
の
充
実
を
図
る
、
と
い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

４
）。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
う
し
た
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
減
少
と
い
う

事
態
は
、
児
童
・
生
徒
に
限
ら
ず
指
導
す
る
教
員
の
側
に
も
指
摘
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
同
事
業
の
指
導
資
料
「
日
本
の
伝
統
・
文
化
理
解
教
育
の

一
層
の
充
実
に
向
け
て（

５
）」

の
中
で
は
、
複
数
の
実
践
事
例
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
が
、
実
践
を
通
し
た
教
員
の
変
容
と
し
て
、
教
員
側
が
伝
統
文
化
の

「
よ
さ
」
に
触
れ
、
こ
れ
を
体
感
し
、
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
既
に
現
職
の
教
員
に
と
っ
て
も
、
日
本

の
伝
統
文
化
と
は
改
め
て
理
解
す
べ
き
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
点
は
、
教
員
養
成
と
い
う
視
点
か
ら
留
意
す
べ
き
事
項
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
同
事
業
が
推
進
さ
れ
る
中
で
、
都
立
学
校
で
は
平
成
一
九
年
度
よ

り
独
自
の
学
校
設
定
教
科
・
科
目
「
日
本
の
伝
統
・
文
化
」
を
教
育
課
程

内
で
実
施
で
き
る
措
置
が
な
さ
れ
、
三
一
単
元
分
の
詳
細
な
教
材
集
が
作

成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
平
成
二
二
年
度
以
降
に
は
、
新
学
習
指
導
要
領

の
実
施
に
あ
わ
せ
て
、
こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
単
元
例
を
元
に
し
て
小
・

中
学
校
の
既
存
の
教
育
課
程
の
中
で
活
用
で
き
る
指
導
資
料
作
成
が
進
め

ら
れ
て
い
る（

６
）（

表
３
）。
こ
の
指
導
資
料
は
小
・
中
学
校
の
連
携
・
発
展

を
強
く
意
識
し
た
意
欲
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
す
ぐ
に
学
校
現

場
で
活
用
で
き
そ
う
な
具
体
的
か
つ
実
践
的
な
も
の
で
る
。
た
だ
、
該
当

教
科
を
見
る
と
、小
学
校
で
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間【
９
】社
会
・
図
画
・

音
楽
・
体
育
【
３
】
国
語
・
生
活
【
２
】
道
徳
【
１
】、
中
学
校
で
は
総

合
的
な
学
習
の
時
間
【
11
】
音
楽
【
３
】
国
語
・
保
健
体
育
【
２
】
社
会
・

理
科
・
技
術
【
１
】
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
先
に
安
野
氏
が
指
摘
し

た
の
と
同
じ
く
教
育
課
程
全
体
の
取
組
と
し
て
は
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
傾
向

単元名 小学校
教科/学年

中学校
教科/学年

色、形、文様─風
呂敷に学ぶ⑴ 図画/5 総合/2

折る、包む、結ぶ
─風呂敷に学ぶ⑵ 道徳・総合/3 総合/1

いろいろな文字を
読んでみよう 国語/3 国語/2

日本の遊び 生活/2 総合/1

箸と椀 総合/5・6 総合/2

日本の住まい 社会/6 総合/1・2

文化としての日本
の音 音楽/5 総合/1・2

江戸・東京を歩く 社会/4 総合/1・2

和の響きを聴く 音楽/5 音楽/特別
支援学級

祭りの魅力 音楽･図画･
総合/3・4・5 総合/全学年

アニメ絵巻をつくる
鳥獣戯画・北斎漫
画からアニメへ

図画/6 理科/選択

世代をつなぐ日本
のうた 生活/1・2 音楽/全学年

大相撲と現代生活 体育/全学年 保健体育/
全学年

着付け・和装 社会/3 社会/2

「道」に学ぶ茶道・
華道 総合/3・4 総合/全学年

道具と工具 総合/5・6 技術/1

生活に生き続ける
江戸の文化 国語/1 国語・総合/1

武道に学ぶ 総合/6 保健体育/3

折鶴を折る（野口
宇宙飛行士による）
宇宙鶴

総合/3・4 総合/1

日本的な感性を味
わおう・手作り和
楽器に挑戦

総合/4 音楽/1

ジ ャ パ ン パ ー
ティーの企画演出 総合/3 総合/2

表 3　東京都「日本の伝統・文化理解
推進教育推進事業」指導資料
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が
存
在
し
て
い
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
教
育
実
践
が
、
ま
ず
は
児

童
・
生
徒
が
伝
統
文
化
に
触
れ
、
親
し
む
こ
と
を
最
優
先
課
題
と
す
る
体

験
重
視
型
と
な
る
の
は
止
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
以
外
の
各
教
科
に
お
い
て
、
伝
統
文
化
を
特
に
取
り
上
げ
た

実
践
を
行
う
の
は
、
他
の
教
育
内
容
と
の
関
わ
り
を
考
え
れ
ば
簡
単
な
こ

と
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
教
員
に
と
っ
て
も
伝
統
文
化
と
い
う
も
の
が
自

明
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
現
状
を
考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
課
題
の
解
決

を
現
場
の
努
力
の
み
に
求
め
る
の
は
限
界
が
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
伝
統
文
化
教
育
の
実
践
事
例
を
概
観
し
て
気
が
つ

く
の
は
、
宗
教
に
関
す
る
学
習
の
充
実
に
対
応
す
る
取
組
が
極
め
て
低
調

な
こ
と
で
あ
る
。
伝
統
文
化
を
正
し
く
知
る
た
め
に
は
宗
教
に
関
す
る
学

習
の
深
ま
り
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
だ
が
、
日
本
や

外
国
の
宗
教
に
関
す
る
理
解
を
促
進
さ
せ
る
よ
う
な
実
践
は
ほ
と
ん
ど
な

さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
近
代
日
本
の
公
教
育
に
と
っ
て
宗
教
教
育
は
極

め
て
難
し
い
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
も
学
校
や
教
員
の
創
意
工
夫
の

み
で
は
解
決
し
え
な
い
課
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

で
は
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
、
伝
統
文
化
教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
伝
統
文
化
教
育
と

し
て
教
え
る
べ
き
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
教
育
の
基
盤

と
な
る
研
究
と
の
、
よ
り
緊
密
な
連
携
を
築
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

次
章
で
は
、
伝
統
文
化
教
育
に
と
っ
て
重
要
な
歴
史
研
究
と
宗
教
研
究
と

教
育
と
の
関
わ
り
を
見
て
み
た
い
。

３
．
伝
統
文
化
教
育
と
歴
史
・
宗
教
研
究

　

歴
史
研
究
の
分
野
で
は
、
研
究
と
教
育
と
の
問
題
に
つ
い
て
、
研
究
の

成
果
を
い
か
に
反
映
さ
せ
る
か
と
い
っ
た
視
点
か
ら
多
く
の
議
論
が
蓄
積

さ
れ
て
き
て
い
る（

７
）。

　

こ
れ
は
、
よ
り
直
接
的
に
は
研
究
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
教
科
書
に
反

映
さ
せ
る
か
と
い
っ
た
視
点
で
あ
り
、
教
科
書
検
定
や
近
年
の
「
新
し
い

歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
を
め
ぐ
る
様
々
な
議
論
な
ど
、
多
く
の
問
題

は
あ
る
も
の
の
、
研
究
者
と
教
育
者
と
の
活
発
な
議
論
に
よ
っ
て
教
科
書

の
改
善
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
事
例
を
一
つ
あ
げ
れ
ば
、
筆
者

が
学
生
の
頃
に
は
鎌
倉
幕
府
の
成
立
は
源
頼
朝
が
征
夷
大
将
軍
と
な
っ

た
一
一
九
二
年
と
さ
れ
、「
い
い
国
作
ろ
う
鎌
倉
幕
府
」
と
い
う
年
号
の

暗
記
方
法
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
慣
用
句
と
な
っ
て
い
た
が
、
鎌
倉
幕

府
研
究
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
実
質
的
な
幕
府
の
成
立
は
こ
れ
以
前
の

一
一
八
五
年
と
す
る
説
が
有
力
と
な
り
、
現
在
の
教
科
書
で
は
こ
の
説
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
伝
統
文
化
教
育
と
い
う
視
点
か
ら
す
る
と
、
研
究
成
果
の
教
育

へ
の
反
映
は
未
だ
充
分
と
は
言
え
な
い
現
状
に
あ
る
。
特
に
近
年
の
歴
史

学
に
お
け
る
発
展
分
野
で
あ
る
社
会
史
や
宗
教
史
に
つ
い
て
は
、
著
し
く

立
ち
遅
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば
、
社
会
史
に
つ
い
て
言
え
ば
、

伝
統
文
化
の
基
盤
と
な
る
年
中
行
事
や
人
々
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
関
す

る
研
究
が
進
め
ら
れ
、
過
去
の
日
本
人
の
生
活
を
よ
り
具
体
的
に
解
明
す

る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
教
科
書
に
お
け
る
記
述
は
ご
く
わ
ず
か

で
あ
る
。
宗
教
史
に
関
し
て
は
、
前
近
代
の
社
会
に
お
い
て
宗
教
と
い
う

も
の
が
人
々
の
意
識
や
生
活
そ
の
も
の
に
果
た
し
た
役
割
や
影
響
の
大
き

さ
が
様
々
な
視
点
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
教
科
書
の
記
述
で
は
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美
術
・
文
化
的
な
側
面
で
の
言
及
に
と
ど
ま
り
、
か
つ
記
述
内
容
が
あ
ま

り
に
断
片
的
に
過
ぎ
る
。

　

今
後
は
こ
う
し
た
分
野
で
の
研
究
成
果
が
教
育
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

で
、
伝
統
文
化
教
育
も
よ
り
厚
み
の
あ
る
も
の
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

よ
う
。

　

次
に
宗
教
研
究
と
教
育
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
分
野
で
は
そ
も
そ

も
学
校
教
育
の
場
で
宗
教
教
育
は
可
能
な
の
か
、
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
形
か
、
と
い
う
根
本
的
な
議
論
が
存
在
し
て
い
る（

８
）。

こ
れ
は
明
治
日
本
の
近
代
化
と
教
育
と
の
関
わ
り
に
さ
か
の
ぼ
る
古
く
て

新
し
い
課
題
で
あ
り
、特
に
戦
後
は
教
育
基
本
法
第
十
五
条
第
二
項
の「
国

及
び
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
は
、
特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教

教
育
そ
の
他
宗
教
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
条
文
の
存
在
に

よ
っ
て
、
国
公
立
の
学
校
教
育
現
場
に
お
け
る
宗
教
教
育
は
半
ば
タ
ブ
ー

視
さ
れ
る
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た（

９
）。

　

た
だ
、
伝
統
文
化
教
育
と
の
関
わ
り
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
最
近
宗

教
研
究
者
か
ら
、
文
化
理
解
の
た
め
の
宗
教
教
育
と
い
う
視
点
か
ら
の
提

言
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
土
屋
博
氏
は
、「
学
校
教
育

の
中
心
と
な
る
知
識
技
術
の
教
育
に
は
、
当
然
文
化
に
関
す
る
知
識
が
大

き
な
比
重
を
占
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
こ
に
は
い
わ
ゆ
る
宗
教
現
象
が

広
く
か
か
わ
っ
て
く
る
。
宗
派
教
育
を
避
け
よ
う
と
し
て
、
宗
教
的
知
識

を
も
除
外
し
て
し
ま
う
と
、
学
校
教
育
の
内
容
に
大
き
な
欠
落
が
生
じ
る

こ
と
に
な
る
」
と
、
そ
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
井
上
順
孝
氏

は
、「
宗
教
に
つ
い
て
の
知
識
教
育
は
、
歴
史
、
地
理
、
倫
理
に
関
係
す

る
多
く
の
科
目
で
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
必
ず
し

も
「
生
き
た
宗
教
文
化
」
を
学
ぶ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
」
と
の
問

題
を
指
摘
し
た
上
で
、
新
し
い
宗
教
教
育
の
枠
組
み
と
し
て
「
宗
教
文
化

教
育
」
を
提
言
し
て
い
る（

（（
（

。

　

今
後
は
こ
う
し
た
研
究
動
向
に
注
目
し
つ
つ
、
研
究
者
と
教
育
者
の
連

携
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

お
わ
り
に

　

以
上
、
雑
駁
な
記
述
に
終
始
し
た
が
、
最
後
に
本
稿
で
見
て
き
た
よ
う

な
学
校
教
育
に
お
け
る
伝
統
文
化
教
育
の
現
状
と
、
関
連
す
る
研
究
分
野

と
教
育
と
の
関
わ
り
の
在
り
方
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
れ
で
は
人
間
開
発

学
部
に
お
け
る
伝
統
文
化
教
育
を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
て
い
る
の
か
を
述

べ
て
、
ま
と
め
に
か
え
た
い
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
筆
者
が
担
当
す
る
、
今
年
度
よ
り
開
講
の
科
目
「
日

本
の
伝
統
文
化
Ⅰ
」
の
講
義
概
要
に
「
授
業
の
内
容
」
と
し
て
ま
と
め
て

あ
る
の
で
、
や
や
長
文
で
あ
る
が
以
下
に
引
用
す
る
。

　

�　

本
講
義
で
は
日
本
に
お
け
る
伝
統
文
化
の
歴
史
を
大
き
な
テ
ー
マ
と

す
る
。
こ
こ
で
い
う
伝
統
文
化
と
は
、
一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
伝

統
芸
能
や
芸
術
文
化
の
み
を
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
高

度
に
完
成
さ
れ
た
日
本
文
化
を
生
み
出
す
土
壌
と
な
っ
た
、
生
活
に
密

着
し
た
広
い
文
化
的
事
象
を
伝
統
文
化
と
し
て
捉
え
、
こ
れ
ら
を
育
ん

で
き
た
日
本
人
の
心
を
理
解
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
。
例
え
ば
日
本

文
化
を
日
本
的
な
も
の
と
し
て
特
徴
づ
け
る
原
動
力
と
な
っ
た
神
仏
へ

の
信
仰
の
在
り
方
や
、
過
去
の
人
々
の
国
土
観
・
時
間
認
識
と
い
っ
た

生
活
意
識
を
踏
ま
え
、
そ
の
上
で
世
界
遺
産
と
し
て
現
代
に
伝
わ
る
神

社
や
寺
院
が
ど
の
よ
う
に
維
持
さ
れ
て
き
た
の
か
、
あ
る
い
は
伝
統
芸

能
や
年
中
行
事
が
ど
の
よ
う
に
今
あ
る
姿
に
発
展
し
て
来
た
の
か
、
と
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い
っ
た
伝
統
文
化
の
来
歴
を
解
き
明
か
す
。
こ
う
し
て
伝
統
文
化
の
形

だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
心
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
そ
の

意
味
と
本
質
、
現
代
的
意
義
と
未
来
へ
の
継
承
を
考
え
る
た
め
の
基
礎

力
を
養
い
た
い
。

　

こ
の
科
目
で
は
、
教
員
養
成
を
使
命
と
す
る
人
間
開
発
学
部
の
性
格
を

踏
ま
え
、
児
童
や
生
徒
、
あ
る
い
は
よ
り
多
く
の
他
者
に
対
し
て
、
日
本

の
伝
統
文
化
を
伝
え
る
た
め
に
必
要
と
な
る
基
礎
知
識
の
獲
得
を
目
指

し
、
知
識
理
解
重
視
型
と
も
い
う
べ
き
形
態
を
敢
え
て
と
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
伝
統
芸
能
や
伝
統
的
な
生
活
文
化
、
伝
統
芸
術
と
い
っ
た
伝
統
文

化
の
個
々
の
形
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ
る
生
活
や
信
仰
の
あ
り

方
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
力
で
伝
統
文
化
の
意
味
や
本
質
を
吟
味

す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
標
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
本
講
義
の
対
象
と
な
る
学
生
も
ま
た
、
伝
統
文
化
に
触
れ

る
機
会
を
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
持
た
な
か
っ
た
世
代
に
属
し
、
学
生
の
問
題

関
心
を
喚
起
す
る
た
め
に
も
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
教
育
実
践
を
参
照

し
な
が
ら
、
伝
統
文
化
に
触
れ
、
体
験
す
る
こ
と
を
効
果
的
に
盛
り
込
ん

で
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
今
後
は
、
他
の
関
連
科
目
と
の
連
携
を
は

か
り
つ
つ
、
体
験
を
入
口
と
し
て
、
よ
り
高
次
な
知
識
理
解
へ
と
展
開
し

得
る
、
効
果
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発
が
課
題
と
な
る
と
認
識
し
て
い

る
。
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平
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日
中
央
教
育
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会
答
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学
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学
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支
援
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指
導
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領
等
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改
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い
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」
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２
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ホ
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書
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編
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九
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。

（
８
）�

杉
原
誠
四
郎
『
日
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教
と
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育
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書
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九
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年
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編
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編
集
『
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教
と
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本
の
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教
教
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史
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文
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成
九
年
。
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８
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原
伸
郎
『
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教
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え
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か
』
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日
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六
三
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九
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年
。

（
10
）�「
日
本
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お
け
る
宗
教
教
育
の
公
共
性
―
「
宗
教
的
情
操
」
を
め
ぐ
っ
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海
学
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学
学
園
論
集
』
一
三
八
号
、
二
〇
〇
八
年
。
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11
）�「
戦
後
史
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お
け
る
〈
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教
育
〉
―
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教
教
育
・
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徳
教
育
の
過
去
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」
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史
学
会
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要
』
五
二
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九
年
。
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